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内容の要旨及び審査の結果の要旨
｜歯牙齪蝕等に継発する歯性化膿性感染症（歯槽骨炎）は日常の歯科口腔外科臨床で最も高頻度に遭
|遇する疾患である。本症は口腔内常在菌中による内因性感染症であるが、その発症・進展には菌の病
|原性の相互作用が重要な役害I|を果たすと考えられている。本感染症からは、特にPQpzosかQpmcoccz‘ｓ
ｌ〃c,.Csと丹evo陀肋〃emZe虚αが高頻度かつ同時に分離される機会の多いことが報告されている。そ
|こで本研究では両菌種間になんらかの相互作用があるのではないかとの仮説を立て、マウス膿瘍モデ
|ルを用いて実験を行った。材料および方法：実験には雌のＩＣＲマウス６適齢を用いた。また４種類
|の接種液として、臨床分離菌株であるＰ.〃c7osK20とＰ〃em2e伽Ｋ１７２を、①寒天平板培地にて培養
|後、コロニーを液体培地に懸濁した菌懸濁液､②液体培地で培養した菌培養液､③菌培養液を濾過し、
|菌体を除去した菌培養濾液および④それを,2,℃､20分加熱した加熱菌培養濾液を作製し､それぞ
|れ単独または混合してマウスの背部皮下に接種し、７日後に形成された膿瘍の大きさを測定した。な
お両菌の菌懸濁液・菌培養液の濃度は10,~''１CFU（Colonyfbrmingunit）／mlとした。得られた結果は
|以下のように要約される。
’１）Ｐ〃crosとＲｉｗ"Ｍαの菌懸濁液同士、あるいは菌培養液同士を混合接種した場合に形成され
'た膿瘍は、それぞれを単独で接種した場合に比べ有意に大きかった（菌懸濁液：Ｐ<0.02,菌培養液:Ｐ
ｌ<0.05)。
’２)P〃crQ,菌懸濁液とＰ〃Ｇ７"‘edfaの培養濾液または加熱培養濾液とを混合接種した場合の膿瘍は、
|Ｐ伽cros単独で接種した場合に比べ有意に大きかった(p<0.005)。
３）さらにＰ〃c肌菌懸濁液を背部にＰ〃emze伽の培養濾液または加熱培養濾液を腹腔内に接種
Ｉした場合にも背部膿瘍は有意に大きくなった(p<0.01)。
’４）一方、Ｐ〃emzedfa菌懸濁液とＰ〃crosの培養濾液または加熱培養濾液とを混合接種した場合の
|膿瘍の大きさを川柳e伽を単独で接種した場合のそれと比較しても､有意差は認められなかった。｜以上の結果より、両菌間には病原性の相乗効果があることが示唆され、中でもＰ.〃em2edfaの耐熱
|性の菌体外産生物質は直接的、間接的にP〃c川の病原性を増強することが示された。
１以上、本研究は歯性感染症における２菌間の相乗効果の様相を背部膿瘍実験モデルを用いて明らか
にしたものであり、口腔化膿性感染症学に寄与する価値ある労作と評価された。
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